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うなど準備を万全にした上で，1 年生全員(313 名)の実践授業に臨んだ． 
































 本プロジェクトの 3 カ年の実施内容は下記の通りである． 
 
 研究開発の内容 


















 2006 年度は下記の内容を実施した． 
 
実施月 実施内容 
平成 18 年 
   7 月～8 月 
 
     9 月 
 
 
平成 18 年 
   4 月 
     5 月 
   4 月～7月 
     8 月 
     9 月 
＜18 年度用テキスト作成＞  
・2 学期，3 学期に行うグリッド授業のためのテキスト作成 











  10 月～12 月 
平成 19 年 
   1 月～2 月 
 
 
平成 18 年 
   4 月 
  10 月～11 月 
12 月 
平成 19 年 




平成 18 年 
   9 月～11 月 
   12 月 
 
 
平成 19 年 
   1 月～2 月 
   2 月 
 
平成 18 年 












平成 19 年 





























 平成 18 年 9 月 29 日 関学会館 
  13:00~14:00 自己紹介，プロジェクトの紹介 
 14:00~15:00 事例紹介 













平成 18 年 
     9 月 
 
   随時 
 
平成 19 年 
   2 月 
 
平成 18 年 
   7 月 
     8 月 
  
平成 18 年 
     4 月 
 
 










     10 月 
 
     12 月 
平成 19 年 
     1 月 
 



















  （IBM 濱崎，大藤，丹羽） 
5/16 Linux 環境の設定について 
  （IBM 濱崎，丹羽，内田洋行担当者） 
5/26 グリッド教材の改善方法について 
  （IBM 濱崎，大藤，丹羽） 
8/4 グリッド教材の確認 
  （IBM 濱崎，大藤，丹羽） 
8 /29  グリッド教材の動作確認 
  （IBM 濱崎，神沼，大藤，丹羽） 
8 /29  テキスト，カリキュラムについて 
  （神沼，大藤，丹羽） 
10/13  応用アプリケーションの検討 
  （IBM 濱崎，丹羽） 
12/14 2 学期の反省会 
  （大藤，谷，丹羽，金沢） 
 1/5 年度内の実施内容・予算状況について 
  （丹羽，金沢） 
 3/08 報告書の打ち合わせ 










 全日制 普通科 3 年 選択クラス ･･･ 18 名 
 
（２）2006 年度以降 
 全日制 普通科 1 年 全クラス  ･･･ 約 300 名 

































































   〃 
   〃 
   〃 
   〃 
日立システムアンドサービス 
   〃 











   〃 
   〃 
   〃 
   〃 
グリッド対応アプリケーション
製作 
























4/10 選択クラス（3 年）開始前の状況について 
4/19 選択クラス 2 回目の授業状況にいて 
4/27 選択クラス 3 回目の授業状況について 
4/27 1 年生（300 人）向けのグリッド環境の準備状況について 
5/8  「Linux と C 言語」のテキスト修正について 




平成 18 年  6 月 
 
平成 18 年  8 月 
平成 18 年  9 月 
 
平成 18 年 10 月 
 
 
平成 18 年 11 月 
平成 18 年 12 月 
平成 19 年  1 月 
5/16 Linux 環境の準備状況について 
5/27 選択クラス 5 回目の授業状況について 
6/15 選択クラス 7，8 回目の授業状況について 
6/20 選択クラス 9 回目の授業状況について 
8/6  模擬授業の実施結果について 
9/8  1 年生のグリッド授業開始について 
9/28 選択クラスの授業の様子 
10/3 応用アプリケーション（案）について 
10/12 1 年生の授業報告 
10/25 選択クラスでのグリッド授業について 
11/17 1 年生，選択クラスでの授業の進捗状況について 
12/12 選択クラスの授業を終えて 





































  『コンピューター教育の大きな目標を｢グリッドコンピューティングの習得｣とし， 
  それに伴った「一つの系統立てられた流れ(カリキュラム)の製作」』 
としたい．また，情報技術の習得が目的となるのではなく，手段として発展的に活用できるようになる
ことを期待して， 










教育目的  「生きる力」の習得 
 第 15 期中央教育審議会 第一次答申（１９９６（平成８）年７月 「２１世紀を展望した我が国の
教育の在り方について（第１次答申）」) 
教育目標 




































グリッドコンピューティング 情報 B 
このカリキュラム 
 13 
第 15 期中央教育審議会第一次答申と高等学校教科｢情報｣学習指導要領との関連 




















































第15期中央教育審議会 第一次答申 （１９９６（平成８）年７月 「２１世紀を展望した我が国の教育の在り方について（第１次答申）」) 
「生きる力」とは 
我々はこれからの子供たちに必要とするものは，いかに社会が変化しようと，自分で課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，行動し，








情報 B とグリッドコンピューティングの関連 
情 報 Ｂ グリッドコンピューティング 
(１) 問題解決とコンピュータの活用 
ア 問題解決における手順とコンピュータの活用 










イ コンピュータにおける情報の処理 ・ 表計算ソフトによるマクロ 
・ Ｃ言語 
・ グリッドコンピューティング 











イ 情報技術における人間への配慮 ・ 表計算を用いたマクロ 
・ Ｃ言語によるプログラミング 







（１）18 年度用テキストの作成  




















































































 平成 18 年 9 月 29 日に，（有）ＴＲＩＡＲＴの津村忠助さんを講師として招き，セミナーを開催した． 
   『モバイルにおけるグリッドシステム』 
    平成 18 年 9 月 29 日 関学会館 
     13:00~14:00 自己紹介，プロジェクトの紹介 
    14:00~15:00 事例紹介 









 NMP とは 
 韓国の NMP 事情 
 通信速度の高速化 
 ドコモの展開 














 BREW の企画 
 開発環境 
 開発期間 

































3 年次（選択，30 名対象） 





検討中の 3 年選択クラス カリキュラム案 
1 学期前半 C 言語の発展学習 
・関数，ポインタ，配列など 
 
1 学期後半 Globus Toolkit の学習 
・ライブラリの理解 
・簡単なグリッドプログラムの演習 
2 学期前半 プログラミング課題の設定 
・グリッドコンピューティング応用事例の学習 
・プログラミング課題の設定（生徒自身に問題を選択させる） 
































 2006 年度において，以下に示すカリキュラムに従い，１学期 19 時間，２学期 20 時間，３学期 14 時
間の授業回数で実践した．（1学期は市販のテキスト，2学期以降はオリジナルのテキストを使用） 
 
学期 回数 AC 組 B 組 D 組 EFG 組 内容 詳細 
1 2006/4/14 2006/4/14 2006/4/11 2006/4/13 Windows 
「情報」とは？ メディア教室の利用方法，Windows
の操作，ユーザーID 配布など 
2 4/17 4/17 4/13 4/17 タイピング タイピング練習（Gold Finger）Step1～5 
3 4/21 4/21 4/18 4/20 タイピング タイピング練習（Gold Finger）Step6～8 
4 4/24 4/24 4/20 4/24 タイピング タイピング練習（Gold Finger）Step9～10 
5 4/28 4/28 4/25 4/27 タイピング 中間テスト（タイピング） 
6 5/1 5/1 4/27 5/1 Word 教科書 P54 練習 22 Word の起動/文章の入力 
7 5/8 5/8 5/9 5/8 Word 教科書 P59 実習 6 実習 7 英文・漢詩の入力 
8 5/12 5/12 5/11 5/11 Word 教科書 P82 例題 5 編集機能（１） 
9 5/22 5/22 5/23 5/22 Word 教科書 P85 93 例題 6 例題７ 編集機能（２） 
10 5/26 5/26 5/25 5/25 Word 教科書 P96 例題 8 イラストの貼り付け 




12 6/2 6/2 6/1 6/1 Word 〃 
13 6/5 6/5 6/6 6/5 Word 〃 
14 6/9 6/9 6/8 6/8 Word 〃 
15 6/12 6/12 6/13 6/12 Excel 
教科書 P118 例題 11 Excel の起動・データ入力の
基礎 
16 6/19 6/19 6/20 6/19 Excel 
教科書 P124 例題 12 数式・関数（SUM・
AVERAGE） 
17 6/23 6/23 6/22 6/22 Excel 教科書 P128 例題 14 ワークシートの書式設定 
18 6/26 6/26 6/27 6/26 Excel 
教科書 P135-139 例題 15 グラフ（棒グラフ・折れ線
グラフ・円グラフ） 
1 学期 
19 6/30 6/30 6/29 6/30 Word,Excel 期末テスト（Word，Excel） 
1 9/8 9/8 9/7 9/7 Excel テキスト P1-4 Excel 応用編 オートフィル 
2 9/11 9/11 9/12 9/11 Excel テキスト P4 1 次関数～3 次関数のグラフ作成 
3 9/15 9/15 9/14 9/14 Excel テキスト P4 円（ｘ2+ｙ2=1）のグラフ作成 
4 9/20 9/20 9/19 9/20 Excel 〃 
2 学期 
5 9/22 9/22 9/21 9/21 Excel 
テキスト P5 SIN 関数を用いたバイオリズムのグラフ
作成 
 22 
6 9/25 9/25 9/26 9/25 Excel テキスト P6 IF 関数 
7 9/29 9/29 10/5 10/5 Excel テキスト P6 IF 関数による金種計算 
8 10/6 10/6 10/10 10/6 Excel テキスト P7-8 RAND 関数 
9 10/13 10/13 10/12 10/12 Excel テキスト P9-10 乱数による円周率推定問題 
10  10/16  10/16 Excel 〃 
11 10/23 10/23 10/24 10/23 Excel 中間テスト（Excel 応用） 
12 10/27 10/27 10/26 10/26 Linux 
テキスト P14-21 Linux の基本操作，C 言語プログラ
ミングの基本 
13 11/10 10/30 10/31 10/30 C 言語 テキスト P22-23 例題 1,2 printf 関数 
14 11/13 11/10 11/7 11/9 C 言語 
テキスト P24-27 例題 3,4,5,6 printf 関数による書式
設定，変数の利用 
15 11/17 11/13 11/9 11/13 C 言語 テキスト P28-32 例題 7,8 if 関数 
16 11/20 11/17 11/14 11/16 C 言語 テキスト P33-34 例題 9,10 for 関数，while 関数 
17 11/24 11/20 11/16 11/20 C 言語 
テキスト P35-38 例題 11,12,13,14 scanf 関数，rand
関数 
18 11/27 11/24 11/21 11/27 C 言語 テキスト P39-43 各自で練習問題に挑戦 
19  11/27   C 言語 〃 
20 12/1 12/1 11/28 11/30 C 言語 期末テスト（C 言語） 
 
21   11/30   自習 
1 2007/1/12 2007/1/12 2007/1/11 2007/1/11 Grid 
テキスト P44-46 グリッドコンピューティング入門 班
分け パズル（６人の作家） 
2 1/15 1/15 1/16 1/15 Grid 
テキスト P47-51 レジ問題のシュミレーション
（Excel） 
3 1/19 1/19 1/18 1/18 Grid 〃 
4 1/22 1/22 1/23 1/22 Grid 
テキスト P52-57 GridCalc の操作方法，人間グリッ
ド 
5 1/26 1/26 1/25 1/25 Grid テキスト P58-64 スケジューラーによる自動配信 
6 1/29 1/29 1/30 1/29 Grid 
テキスト P65-78 problem2～10 のスケジューリン
グ，実行速度の計測，考察 
7 2/2 2/2 2/1 2/1 Grid 〃 
8 2/5 2/5 2/6 2/5 Grid 〃 
9 2/7 2/7 2/8 2/8 Grid 〃 
10 2/9 2/9 2/13 2/15 Grid 〃 
11   2/15  Grid 〃 
12 2/19 2/19 2/20 2/19 Grid 
テキスト P79-86 グリッドコンピューティングとは？ 
マンデルブロ集合描画の実演 
13 2/23 2/23 2/22 2/22 Grid レポート作成 
3 学期 




















































使用教材：テキスト 『３０時間でマスター Word & Excel 2003』（実教出版，2004 年） 
授業形態：個人学習 
授業目標：ワードとエクセルの基本操作の習得 
項  目：各時間習得内容を詳細に設定 
実践報告： 
・ 生徒全員が利用できる提示用フォルダ内に各時間習得内容が記載されたファイル｢1 学期 Word 評価






























































































































授業内容：Red Hat Linux の沿革 
授業目標：Windows と異なるＯＳもあることを認識させ，その利用方法の習得 
項  目： 
・ Windows や Mac OS と異なる OS もあることを理解する．ID と PW に関する説明も行う． 
・ これから行うＣ言語に関する説明にも少し触れた． 









項  目： 
・ Ｃ言語のねらいを， 
① 実行ファイルを作成するまでの手順の習得 






































































































授業目標：レジ係を node，購入物を演算子，客を数式，客の振り分け係を head node に対応つけを理解




項  目： 














項  目： 
・ 実習問題は，problem1～problem10 まで事前に公表され，各問題内の数式の数が順に増加していく．
















































(3) node が持っている特性を見ながら，どの数式をどの node へ配信をすればよいか， 初は







(8) 処理速度が速い node に多くの job が偏るスケジューリング 
(9) 数式の数が少ない場合は，(10)の方法が効果的であるが，配信する数式の数が多くなれば，
処理速度が遅い node へも配信するほうが効果的であるということに気がつく このこと
は，生徒にとって意外に感じ取られた 







・ Step4 の 初の部分までは，ほぼ全員理解できたように思うが， 後の汎用性のあるスケジューリ





























数式を客，演算子を購入物，node をレジ係，head node を店長(生徒各人)とみなし，スケジューリン
グを作成させる．そのうち，２種類の配信方法があることに気がついてくる． 





















(1) 客に数式，購入物に演算し，レジに node が対応 



































































































 今年度のプロジェクトでは，17 年度に実施した 3 年選択授業での反省を元に，カリキュラム・テキ










クラス中 2，3 名でてはしまったが，これは時間数不足が一番の問題となっていると思われる．全体の 9
割以上が実際に C 言語でスケジューリングのプログラムを作成し課題を解くことができたこと，グリッ
ドの概念は現実の社会に発展的にあてはめられる問題解決手法であることへと生徒の理解を導けたこ



























 グリッド教材による実習を行って一番印象的だったのは，実習が進むにつれ，生徒の 9 割以上が開始
5 分前に着席，終了のチャイムが鳴っても席を立たないで熱中するようになっていったことだった．平






・1 年生全員（300 名）に対する課題としての適正性 



















































（２）平成 20 年度の 3 年選択クラス向け教材の準備 













６－３．ＩCＴスクール 2006 へ参加して 





 ICT スクール 2006 で作成したゲームを元に作成したシューティングゲーム『キッチン大戦』を夏休
み明けの校内文芸コンクールに出品．ICT スクール時のネットワーク対戦機能は再現不可だったが，ゲ
ームとしての動作は完成しており，１年生ながら佳作に選ばれた． 






 ICT スクール 2006 で作成したゲームを元に作成した戦略シミュレーションゲーム『俺の野望』を夏
休み明けの校内文芸コンクールに出品．プログラムの動作や操作性に難があり，賞は逃したが，この教
訓を活かし今後は完成度の高いプログラムを心がけるよう指導した． 



























添付資料１： テキスト『2006 年度 1 年生教科｢情報｣２学期 グリッドコンピューティング』 
添付資料２： 『生徒のレポートより』 
添付資料３： マニュアル『グリッド教材実行環境構築ガイド』 
 
 
 
 
